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資料１ 

海岸堤防で耐震上注意すべき微地形について 

 

海岸堤防の場合、以下のとおり、埋立地、盛土地、干拓地、人工海浜、砂丘間低地、旧

河道、湿地、砂州、三角州等が耐震上注意すべき地形である。なお、これら微地形区分は

地震の影響を考慮して細かく分類されたものではないことや、微地形区分を表示した図面

の作成時期と現在とで地形状況が異なる場合があることに留意する必要がある。 

 

表-5.1.1 治水地形分類による地形区分と堤防の地震被害の可能性 

地形区分による危険度ランク（括弧内は地震

による堤防の沈下の可能性を表す） 
治水地形分類による地形区分 

A （極大） 
旧河道、落掘、旧落堀、 

高い盛土地、干拓地、砂丘 

B （ 大 ） 
自然堤防、旧川微高地、 

氾濫平野、湿地、旧湿地 

C （ 小 ） 扇状地、浅い谷 

D （なし） 山地・丘陵地、台地、崖 

※□は海岸堤防に関係する地形区分 

    ※上表中の「砂丘」は、砂丘末端部や砂丘間低地を指す。 
出典：「河川堤防の耐震点検マニュアル 平成 28(2016)年 3 月」23)の表に加筆 

 

表-5.1.2 微地形区分による液状化可能性の判定基準 

地盤表層の液状化可能性の程度 

微地形区分 
グレード１ 

グレード２ 

レベル１地震動 レベル２地震動 

液状化の 

検討を要 

する地域 

大 
液状化の可能性

は大きい 
大 

液状化の可能性

は 

非常に大きい 

埋立地、盛土地、旧河道、 

旧池沼、蛇行州、砂泥質の

河原、人工海浜、砂丘間低

地、堤間低地、湧水地点 

小 

液状化の可能性

は 

小さい 

小 

液状化の可能性

は 

大きい 

自然堤防、湿地、砂州、 

後背低地、三角州、干拓 

地、緩扇状地、デルタ型 

谷底平野 

極

小 

液状化の可能性

は 

極めて小さい 

極小 

液状化の可能性

は 

小さい 

扇状地、砂礫質の河原、 

砂礫州、砂丘、海浜、扇状

地型谷底平野 

要しない 

地域 
無 可能性なし 無 可能性なし 台地、丘陵地、山地 

※□は海岸堤防に関係する地形区分 

出典：「液状化地域ゾーニングマニュアル（平成 10 (1998)年度版）」24)の表に加筆 
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（２）微地形区分 

（表-5.1.3 は、「宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針・同解説（案）(平成 25(2013)

年 2 月)」25)の P.9 より引用） 

表-5.1.3 微地形分類指針 
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（３）一般的な地形の配置及び特徴 

（下の図-5.1 は、国土地理院「治水地形分類図 解説書 平成 27(2015)年 8 月」26）よ

り引用） 

 
図-5.1.1 流域を構成する地形の一般的配置と各地区の諸特徴 

（出典：鈴木隆介「建設技術者のための地形図読図入門 第 1巻 読図の基礎 (1997) 」27） P131） 


